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場当たり的な目先の判断で、農家を苦しめ、牛の命を翻弄する政策は、結局は
だれの利益にもつながらない。牛にも人にも環境にも優しい取組みこそが、高い
生産性と経営の持続性をもたらすということを忘れてはならない。

■　牛は生き物である
「牛を処分したら15万円支給するから全国で4万頭を処分しろ」という事業の
意味を考えたい。バターが足りないと言って国の要請で借金して増産に応じた酪
農家に、それが軌道に乗った矢先に、今度は「牛処分して」というのは「2階に上
げてハシゴを外す」話だ。
そして、牛を生き物として扱わず、牛の命を顧みずに、短絡的に殺して需給調

整をしようとする非情さ、牛を道具としてしか見ていないというのが大問題であ
る。しかも、牛の血液からいただいている牛乳を余ったから捨てよ、というのは
牛への感謝を忘れている。
国民もたいへんだ。「セルフ兵糧攻め」とも言われるように、食料危機に備え

て牛乳を国内生産で確保する力を強化すべきときに、逆に牛乳供給力を削いでし
まったら、近い将来、こんどは足りないということになり、増産しようとして
も、牛を育てて牛乳が搾れるようになるには3年近くかかり、絶対に間に合わな
い。そして、もう、再び、バターが足りなくなってきた。
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酪農家も苦しみ続けている。
不足と過剰への場当たり的な対
応を要請され、酪農家は翻弄さ
れ、疲弊してきた歴史をもう繰
り返してはならない。酪農家が
限界に来ている。牛の命も翻弄
されている。
今やるべきは前向きの財政出

動だ。増産してもらって、国の
責任で、備蓄も増やし、フード
バンクや子ども食堂にも届け、
海外支援にも活用すれば、消費者も、生産者も、牛も、皆が助かり、食料危機に
も備えられる。欧米では当たり前の政策を日本だけが廃止してしまったツケも大
きい。

■　牛にも人にも環境にも優しい経営が究極的には生産効率が高まる
牛は効率的に牛乳生産をするための道具ではない。十分な運動のできるスペー

スも与えられず、搾れるだけ搾って、出が悪くなったら2～3産で、「と畜」して
しまうのでは牛の一生はあまりにも悲しくはないか。
牛が十分に運動できる放牧スペースがないのに頭数を増加すると、牛が快適で

ないだけでなく、糞尿の過投入で、硝酸態窒素の多い牧草によって牛が酸素欠乏
症でバタリと倒れて死亡してしまう。これは「ポックリ病」とも呼ばれ、平均
100頭程度死亡しているとの統計もある（西尾道徳『農業と環境汚染』農山漁村
文化協会、2005年）。
そして、rBST（遺伝子組み換え牛成長ホルモン）は、牛を「全力疾走させてヘ

トヘトにさせながら」乳量アップの効率を追求しようとする技術の代表格である
が、絶対に大丈夫だと言われていたにもかかわらず、牛乳中のIGF-1（インスリ

ン様成長因子1）の増加に
より人間に前立腺ガンや乳
ガンの発症率が高まるとの
データが明らかになってき
た。日本では認可されてい
ないが、認可されている米
国などの乳製品が素通りで
日本に入ってきて国民はそ
れを摂取している。
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酪農家らの切実な声を反映させた政策を（写真提供／熊本
県ＪＡ菊池）

著者の鈴木氏は食料安全保障をテーマにした講演の機会も多い



結局、牛に無理をさせることによって、そのツケは人にも波及してきているの
である。BSE（牛海綿状脳症）もまた、そうであった。牛乳の成分を高めるため
に、通常なら草を主体にする牛の食生活を人為的に変更してしまったツケといえ
なくもない。つまり、自然の摂理に逆らうことが、環境や牛の健康や人の健康に
様々な悪影響を及ぼしつつある。
経営効率を優先することは大事だが、牛を酷使し、環境に負荷を与え、回りま

わって人の健康をも蝕むならば、それで儲かって何になるか、ということになろ
う。業界としても、かりに目先の業界の利益にはなっても、全員で「泥船」に
乗って沈んでいくようなものである。つまり、長期的には、本当の意味での経営
効率を追求したことにはならないわけである。
農業、酪農・畜産の営みというのは、健全な国土環境と国民の心身を守り育む

という、大きな社会的使命を担っている。スイスのように、生産過程が、環境に
も、動物にも、生き物にも優しいことが、できたものも人に優しい「本物」にな
るという視点は重要である。
酪農コンサルタントの菊地実氏はこう述べている。家畜にとって理想の環境は

次の三つである。「外気と同じ品質の空気」「草原と同じ機能を持った牛床」「食う、
飲む、横臥の自由」。我々に必要な考え方は、「理想に近づける」である。理想に
近づいた程度と家畜の健康度はパラレルの関係にある。動物にも人にも優しい環
境を創ることが高い生産性を得る唯一の方法なのである。
つまり、環境にも、家畜にも、人にも優しい酪農・畜産は、経営効率と矛盾し

ない。牛を酷使するのでなく、牛の健康を大切にすることが、一番生産性を高
め、経営の持続につながることを忘れてはならない。
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